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① Q ちゃん棒 5-1 ------------------------------------------------------- 

どうして学習塾へ通うのか、その答えは「成績を維持・向上するため」ここの部分は明白であると思います。その目

的のために、わからない所を塾で聞いて解決する、ここが一番学習塾のしなければならないことです。しかし、積極

的に先生に質問ができる子は多くありません。なかなか聞けなくてそのまま帰宅してしまう→わからない所をそのまま

にしてテストへ→成績の維持・向上が図れない。こんな悪循環が起きてしまいます。それを防ぐため、中村進学会

では「Ｑちゃん棒」という質問棒があります。質問がなかなかできない子にはその棒を使って、先生へＳＯＳを出

してもらいます。その棒は立てるだけですので、先生はその棒が立っている子はＳＯＳを出していると判断し、優

先して駆けつけます。そんな気配りがどんな子でも質問できる体制を整え、学習塾の本来の役割を果たしていって

います。各校舎、木を加工し、色を塗って、使いやすいように、思いを込めて手作りで作成したものです。本来の

学習塾の目的が果たせていない生徒、ぜひ中村の「Ｑちゃん棒」を活用してください。中村にしかないと思います。

先生の方から「質問ない？」と語っていくスタイルは、開校以来変わっておりません。 

② テスト勉強管理表 5-２ ------------------------------------------------ 

中村の中学生には合言葉のように「学校ワーク 4回」これを言い続けています。実際に 4回やれた子は成績が必

ず上がる。こう話しています。1回目を学校で学習したのと並行してこなしていく。テスト 2週間前には 2回目へ入

る。※2 回目は間違えたところをやり直す。3回目はテスト 1週間前、忘れている所もあるので再度 1回目のよう

に解きなおす。テストの前日、4 回目を（総まとめ）。もちろん学校ワークのほかにすべきことがたくさんあります。配

布されるプリント類、学校の板書ノート、自分でまとめたノートなど様々ですので、プランをしっかり練り、時間配分を

考え、いつ、何を、どのように、やっていくのかを予めしっかりと考えてもらいます。子供たちはなかなか自分でそれを管

理することはできません。ですから、中村ではそれをスムーズに行うための管理表を用意し、塾へ来たらチェックをして

いく。これは毎回の宿題チェックや暗記テストの管理などと同様、先生の側の細かな管理・継続により、生徒たちは

やれるようになってくると考えています。このような細かなチェック体制を継続して行っていくことが、我々に課せられた

重要な役目であると認識し、日々その努力を怠りません。 

③ ○○ノート 5-3 ------------------------------------------------------- 

○○の中には各校舎の先生の名前が入ります。写真の物は私、佐藤が作成した「佐藤ノート」になります。これは

昔、教材会社との取引がなく、生徒への配布用に一問一答やテス

ト前のまとめをノートへ作成し、生徒へのテスト勉強用に使っていた

ものです。今ではパソコンが普及し、時間効率もパソコンで作成した

方がよりきれいな、多くの教材が作成できます。しかし、子供たちに

とっては、今現在もテスト勉強は基本的に印字ではなく、自分で書

いて行い、テストでもパソコンではなく、自分で書かなければなりませ

ん。それを考えると、このまとめこそ、子供たちがそのまま真似してや

ってほしいものになります。以下に作成するときの要点を挙げてみま

す。これを見て、自分もやってみようと言ってくれる子が増えてきてお

ります。印字ではない、手書きの、あたたかい物を、時間がかかって

も子供たちのために提供しております。 

------自主勉ノート作成ポイント------ 
① 自分で作った問題集はどんな参考書よりも価値があります。自

分が忘れやすいもの、覚えていないものなど、自分流にアレンジ

して書いていける。 

② ノートを 1 冊完璧に使い切ってください。その充実感は素晴らし

い。それが 5冊 10冊とたまっていくと宝物になります。 

③ 宝物は自分が親になったとき、自信をもって子供へ示すことがで

きます。「こうやってテスト勉強するんだ」と。自分がやったことに

対しては自信を持って言えます。説得力大です。 

④ できるだけボールペンで書いてください。消せないという集中力の

中で、まとめていくことが大切であります。 

⑤ グラフや表も自分で作っていくことが大切です。見やすい、わかり

やすいものを追及していこう。 

⑥ 丁寧な字で書くこと。字というのは相手が読むためにあるもの

です。その丁寧さが、ゆくゆくは提出物の評価となります。 

⑦ 究極のテスト勉強は、自分で問題を作成し、自分で解いていく

ことです。究極を目指してみませんか？ 

 

※このノートを作っていくためには、時間がかかります。テスト前にすぐにできるものではありません。日ごろから、毎日コツコ

ツ貯めていく。お金と同じです。それが自分の財産となります。上の年齢に行くほど、ハードルは高くなっていきます。越え

られそうにないハードルが自分の前に来た時、そのノートを見てください。それが必ず自分を救ってくれます。「自分

はあの時、こんなにも頑張ってやっていたんだ」と。 

④ 中村図書館 5-4 ---------------------------------------------------------- 

西春校舎からスタートしました。ある社員から「子供たちに本を読ませたい、図書室を作ってはどうか」こんな提言から始

まりました。最初は講師スタッフが昔読んでいた本を集め、歴史を漫画で学んだらどうだろうか、活字を読んでもらうにはど

んな本が最適か。などなど色々議論をし、中古の書店を回り、集めたものです。現在他の校舎も賛同し、図書室併設

を進めております。本を読むことの利点は大人になってわかることです。子供たちにとってはゲームやスマホなどの方が楽し

いに決まっています。しかし、塾で少し早く終わった時など、それを手にし、少し読んでみると、なかなか面白いものも出て

きます。活字に慣れることからスタートです。漫画であろうと興味を持ってもらうことのきっかけになれば言うことありません。

本から漢字を学び、言葉の意味を知り、流れをつかむ。先生自身もどんな本がいいのか、書店を回り、本を探ることによ

って勉強できます。現に、週末休みの日には買い物ついでに書店に少し寄る、いろいろ本を探る、そこで自分自身の知

識・教養も深まる。中村図書館併設は子供たちも先生もお互い winwin となっております。 

⑤ 生徒管理ノート 5-5 ------------------------------------------------------- 

中村進学会にはたくさんの子供たちが通ってくれております。全校舎合計すでに 1,000 名あまりの生徒数になっており、これ

も我々が正しいことを継続している証であると認識しております。それだけ生徒がおりますと、先生も各校舎掛け持ちで指導に

回る方も多くいます。高校生をメインで指導する者、中学受験を担当

する者、英語に特化して指導する者、さまざまであります。そんな中、あ

まり慣れていない校舎での指導となりますと、子供たちの特性はわかり

ません。子供たちの成績状況、今どんなところで悩んでいるのか、志

望校はどこなのか、保護者様から何を求められているのか、それを的

確に知るために作成されたノートです。これを読めば、通っていただい

ている子供たちのことがわかり、慣れていない他校舎の先生でもすぐに

対応ができます。本人はこれを学びたいと言って通ってくれているのに違

うことをしてはいけませんので、このノートは大変貴重となっております。 

⑥ 座席表 5-6 --------------------------------------------------------------------- 

中村進学会ではすべての子供たちは指定席に座ってもらいます。小学生は来たらすでに机の上に自分のファイルが指定しておか

れていますし、中学生・高校生も表のように曜日ごとで座席表が貼り出してあり、目の良くない子、友達同士おしゃべりしてしまう

子にも配慮を欠かしません。ただ、成績順に並ぶということはありません。座席表はじめ、中村には数多くの貼紙が教室中に貼っ

てあります。それは子供たちのためにと各校舎の先生たちが独自に考え、校舎の特性を生かしたもの、全校舎共通するもの、

様々であります。この貼紙の多さも中村の特徴の一つ。中村の時計の横を見て下さい。時計ばかり見て「早く終わらないかな」と

いう気持ちの子にも「集中」の貼紙があります。子供たちは色々な貼紙の言葉に刺激され、少しでも自主的に学習に励めるよう

に、常に考え掲示しております。そこに先生たちのあたたかさ・愛を感じ取れるはずです。 



⑦ 現金ゼロ企業への道 5-7 ------------------------------------------------------------------------- 

中村進学会では開校以来、指導料を月謝袋の現金納入という形で保護者様より頂いておりました。それには様々な意図がありました。先日も保護者

様よりご指摘があったのですが、「どうも子供たちは塾へ行かせているありがたみがわかっていない気がします。毎月現金でお金を持っていくこと、そのお金に

対する対価（しっかり学んでくる）をわかってほしい、先生、現金での納入はできませんか？」こんなご指摘がありました。開校以来、この保護者様が言わ

れる理由で、子供たちにお金を持ってきてもらっていましたが、安全面や所管税務署からのご指摘もありまして、現金での納入を一切行わないという方針

に代わりました。基本的には口座引き落としによる納入、口座振替がスタートするまでの間はコンビニ決済にて支払っていただくということにしております。ま

た、出金（各種支払）も現金を扱わず、各校舎は現金ゼロ店舗として 2015/4月～スタートしております。このこだわり、徹底を大切にしています。 

⑧ チラシ配布表 5-8 --------------------------------------------------- 

左の図は中村の責任者が、チラシを配布した日時・地区を記載していく表となります。チラシに関しては各校

舎にある印刷機で作成し、地域の皆様へお届けしています。まだまだ中村進学会の認知度は薄く、地域の

皆様へ中村進学会とはどんな塾なのかを紹介するためでもあります。学習塾は最近「コンビニよりも多い」と言

われるほど乱立しており、子供たちや保護者様が学習塾を選択しようとしたとき、しっかりと正しいことを継

続している学習塾を選択してほしい、こんな思いが強くあります。そのため、1枚 1枚きれいに折った、自作の

チラシを各地区の皆様へお届けしています。チラシを作成する時間、印刷する時間、配布する時間に生徒た

ちのことを色々考えられます。今日はどんな授業をしていこうか、こんなプリントを配布すればわかりやすいので

はないか、などなど子供たちのことを考える時間としても最適となっております。 

⑨ 充実の過去問指導 5-9 -------------------------------------------- 

左の写真は過去 2 年分の過去問になります。校舎の歴史によってはさらに遡って過去問がストックしてありま

す。テスト 3週間前から中村ではテスト対策に入ります。学校の問題集、プリント、板書ノートなどなどすべき

ことは多くありますが、過去問を解いておくことも大切なテスト対策となります。土曜日のテスト対策授業でも過去問

を実際に解いてもらい、対策を取り入れております。副教科の過去問もあります。毎回のテスト範囲ごとにストックして

ありますので、テスト範囲を見定め、その地区の学校ごとに生徒へお渡ししております。 

⑩ 若手授業会議 5-10 ----------------------------------------------------- 

この会議は若手のスタッフより、指導のスキル向上、子供たちへの接し方をもっと学びたい、こんな声からスタートしまし

た。中村のスタッフは約 100 名あまりおりますので、他校舎の先生方の指導方法を見て、実際に教授を受け、少し

でもわかりやすい指導、限られた時間でより多くの子供たちに、より多くのことを伝えられるかを追求していっており

ます。最初は数名からスタートしたこの会議。今では全校舎の有志が集まって 1 つの校舎では入りきらないくらいの先

生が集まり、前回はビルのフロアを貸し切って行ったほどの規模になってきました。これらすべては子供たちのためであり

ます。先生たちは勤務ではなく(給与なし)、自主的に自らの意思で集まり、自分磨きをしております。 

⑪ 講師予習マニュアル ５-11------------------------------------------------ 

中村の講師は予習を欠かしません。それは 20年以上のベテラン講師でも予習を行います。1時間の指導の中で、

10～15 分全体指導を取り入れ、その時間内で的確にわかりやすく、要点解説を行わなければなりませんので、ここ

は必ず行います。また、個別指導時間に入っても平等に、その都度質問に対して答えていかなければなりませんので、

完全にその時間の指導分野のことは頭に入っていなければならないのです。ですから○付けも速く・的確。すべてはこ

の予習を行っているからであります。授業の進行表も 2 週間分は作成してありますので、他校舎からの先生も前もっ

て予習ができる環境にあり、指導の質という点においても他塾との差は大きいと思います。 

⑫ 共通マニュアル徹底 5-12 ------------------------------------------------ 

最高のサービスを提供するために、中村進学会には様々な全校舎共通マニュアルが存在します。それはどの校舎へ

通っていただいても満足いただける内容・指導を常に提供しなければならないと考えているからです。例を挙げてみま

すと、「講師予習マニュアル」「授業準備マニュアル」「面談マニュアル」「月謝管理マニュアル」「大掃除マニュアル」「電

話対応マニュアル」「模試マニュアル」「叱る術マニュアル」などなど左の写真のように多数、いつでもそれを読めて実行

できるように各校舎に貼ってあります。中村の講師は約 100 名、校舎責任者だけがそれらを知ってできているだけで

は、全生徒に満足のいくサービスを提供することはできません。ですから「週報」※中村の責任者が毎週、全員へ通

達する報告書、を徹底して全員が読み、全員が情報を共有し、理想の指導を追及していっています。 

----------------------------------------------------------------------------------------------------- 

まだまだ伝えたいことが多くあります。中村の合言葉「恥ずかしくない大人へ」これを追及するために、正しいと思うこと

を妥協せず、こと細かくやっていくこと。これが成績へとつながっております。現在 15校舎/生徒数約 1,000名/講師

数約 100名。大きくはなりましたが、フランチャイズ店は 1店もありません。全店直営です。ですから全店舗同じサー

ビスを提供するために日々話し合いを行い、いい店舗のいい所を他の店舗がどんどん吸収して、よりよく常に発展しております。そんな校舎をぜひ一人でも

多くの子供たちに味わって頂きたい、切に願います。 

■指導時間（中学生/定期テスト対策あり/無料） 

土曜日に関しては、中 3 土曜講習（10 月～スタート）と定期テスト

対策に使用します。基本的に祝・祭日も指導を行います。第 5 曜日も

回数に関係なく指導を行います。 

GW ウイーク、盆、正月の年に 3回、1週間お休みを頂きます。 

夏場は部活動を考慮し、30分暗記を授業後に変更可能です。 

■指導費用 8%税込価格 ※中学生１日 2時間半指導でこの価格、納得の時間単価です。 

■入塾金 10,800円  ※紹介・兄弟割引（無料・半額あり）■諸経費/半期、中学受験、中・高校生：6,480円 小学生(通常)：3,240円  

■教材費/1年間使用 ●中 1・中 2：7,776円(6冊)：中 3：6,480円(5冊)  ●通常小学生 1,296円(国・算・英など 1冊の価格です) 

■兄弟割引(授業料 1割引あり) ■私立中学生は個別中学生となります ■中学受験は 2時間の指導料金となります：別途実費教材費 

■中村進学会の特徴 

①振替…中村進学会では，授業を休んでしまった場合でも他の曜日に振替を行うことができます。ただし，祝日は休みが多く，振替が重なることが

予測されますので，祝日でのお休みのみ振替はできません。 

②各期講習…春期講習，夏期講習，冬期講習，中学準備講座（小６生対象，２月から），中３土曜講習があります。どれも任意参加型で，

通常授業は継続して行われます。毎回多くの方に参加していただいております。 

③休日…第５曜日でも指導はあります。祝日も授業はあります。ゴールデンウィーク，お盆，正月はそれぞれ 1週間お休みをいただいております。 

④100点景品…生徒の学習意欲を高めるためのものです。100点のテスト 3枚で文房具 1 つと交換できます。 

⑤生徒所見(進度管理表)…先生↔生徒↔保護者様の連携をとるものです。 

⑥入塾テストなし…成績による差別は行いません。全体指導塾ではないので、あらゆるレベルの子に対応いたします。 

⑦全店直営店舗…中村はフランチャイズではありません。よってどの校舎でも質の高いレベルが同じ指導が受講頂けます。 

■中学生/定期テスト対策指導 

①授業カリキュラムの変更…学校の問題集を何回もやることがテストで良い成績を勝ち取るためには有効なので，定期テスト２～３週間前から，より

個別中心の指導に変わります。 

②テスト対策授業…テスト直前の土曜日には対策授業(無料)が行われます。過去問による指導を実施します。 

③Challenge24H(24時間学習)…定期テスト直前の土曜・日曜で合計 24時間の勉強を目指します。 

④学校の問題集の管理表…中村進学会では『学校の問題集 4 周』をテスト前の目標にしております。これを実行するためのサポート役がこの管理表で

す。あらゆる管理を徹底させています。細かく追求していくことが成績向上への一番の近道であります。 

⑤テスト後の反省文…テストの結果を踏まえ，テストの反省・次のテストへ向けた改善点を書きます。 

⑥生徒個票…テストの結果(点数・順位)や内申点を管理します。個別指導の参考資料となっています。 

⑦定期テスト目標記入用紙・今日からやっていく用紙…テスト前には目標を決め，また，テスト後には次に向けてこれだけはやっていくというものを決めて

もらいます。 

⑧徹底した過去問分析→効率よくテストで点を取っていく方法を伝授（限られた時間での勉強法の紹介）。 

犬山校：犬山市中山町 1-40        （0568）65-0096      稲沢校：稲沢市正明寺 1-2-22   （0587）32-2368 

津島校：津島市柳原町 2-58-1     （0567）23-7889       大治校：大治町西篠大門先 8-1   （052）443-0677 

清須校：清須市清洲 2581-2        (052)409-6266       一宮校：一宮市住吉 1-8-4       (0586) 47-6887 

西春校：北名古屋市鹿田流 47-1     (0568)25-5224       小牧校：小牧市中央 3-106       (0568) 71‐4044 

はとり校：中川区服部 3-404         （052）462-9855     江南校：江南市宮後町砂場東 260 （0587）81-8084 

高畑校：中川区中郷 3-105         (052)355-7995     

江南校：江南市宮後町砂場東 260   （0587）81-8084 

春日井校：春日井市鳥居松町 1-70-1  (0568) 41-9966 

小田井・平田校：西区上小田井 2-221  (052) 325-6117 

守山校：守山区鳥神町 109番地      (052)768-6997 

甚目寺校：あま市甚目寺大渕 60番地   (052)446-6644  

愛知県下15店舗/生徒数1,000名/講師100名在籍/昭和の中村必見 

小学生 1時間 月～金 17：00～18：00､18：00～19：00 

小（中学受験） 月～金 17：00～19：00(夜の部もあり) 

中学生 月～金 19：00～21：30（夏時間あり） 

高校生 月～金 19：30～21：30 


